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世界中でクルーズ客船の寄港回数が増加している．それに伴い，日本へのクルーズ客船の寄港回数も増

加傾向にある．そのため災害時に最寄りの港に大型クルーズ客船が寄港していることが大いに想定される．

そこで本研究は，大型クルーズ客船が災害時に活用されるために，これまでの震災時に船舶に避難した実

績を整理し，分析することを目的とする． 

1995年の阪神淡路大震災や2011年の東日本大震災，2016年の熊本地震に，船舶の活用事例がある．阪神

淡路大震災には，海上支援基地や被災者向け避難施設，物資の調達のためにフェリーが派遣された．東日

本大震災では，主に緊急輸送のためにフェリーが派遣された． 

これまでの阪神淡路大震災や東日本大震災時の対応から，陸上からの支援だけではなく海上からの支援

も考慮することで，より迅速な対応ができることがわかる．このため災害時の支援や避難所としてクルー

ズ船を派遣することは必須である． 
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1. はじめに 

 

世界中でクルーズ客船の寄港回数が増加している．我

が国においても，クルーズ客船の寄港回数が増加してお

り，クルーズ客船で日本を訪れる外国人旅行客が増加し

ている．日本では今後，クルーズ船の寄港回数は堅調に

推移することが期待されている．  

図1にあるように国土交通省の「2015 年の我が国港湾

へのクルーズ船の寄港回数及び訪日クルーズ旅客数につ

いて」によると，2015年には日本への外国人入国者数は

111.6万人であり，観光立国実現に向けたアクション・

プログラムの目標100万人を5年前倒しで達成し，明日の

日本を支える観光ビジョンで 2020年には500 万人という

目標が設定された．(1 

政府の方針として，デフレ脱却に向けた対策として，

今後の経済政策において観光関連のインフラ強化を進め 

る考えを示し，クルーズ船を受け入れることができる港

湾施設の増強を表明している．  

 そのため災害時に最寄りの港にクルーズ船が寄港し

ていることが大いに想定され，避難所として活用できる

ことが考えられる． 

  

図-1 クルーズ船による外国人入国者数（1 
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2. 既往研究 

 

 次に，クルーズ船に関する研究について整理する． 

 石川県2）では，毎年，観光客に対して観光動態調査が

実施されており，統計的に観光の実態が調査されている．

また金沢市3）においても，観光客を対象にニーズを的確

に把握し，今後の観光施策を講ずるため，旅行形態や金

沢の印象などの調査がされている． 

クルーズ旅客の観光行動に関する研究では，藤生らに

よって，平成26年度に金沢港に来航したクルーズ乗船客

を対象としたアンケート調査4）がダイヤモンド・プリン

セスやコスタビクトリアなどを対象に，2014年に金沢港

に寄港したクルーズ船の乗客に対して金沢の観光はどう

だったか，観光満足度評価や支出額，来日回数，個人属

性などの調査がされている． 

金沢港にやってきた外国人クルーズ旅客を対象にGPS

ロガー・小型カメラを用いた調査5）もされており，それ

らの分析が行われている．またクルーズ旅客のリピート

観光要因の分析や港と観光地中心を結ぶシャトルバスの

運賃モデルの推定6）が行われている． 

このようにクルーズ旅客を対象とした研究はされてい

るが，災害時にクルーズ船への避難に関する研究はあま

りされていない． 

 

3. 日本におけるクルーズ船の寄港実績 

 

 ここで，我が国のクルーズ船の寄港実績について，こ

こ4年間のデータを整理する． 

我が国のクルーズの実態把握ができる統計として，法

務省による港ごとの日本人，外国人，協定該当者を出入

国者別に把握している出入国管理統計や，国土交通省に

より寄港回数や乗客数を把握しているものなどがある． 

 国土交通省の日本船社と外国船社を併せた寄港回数の

統計1）7）8）9）を整理し，図2，図3，図4，図5に示す． 

 点の大きさは寄港回数を表しているが，2012年に比べ，

2015年での点の数が多くなっていることがわかる．横浜， 

長崎，博多，神戸への寄港が多いことがわかる．また，

博多への寄港回数の変化がみられる． 
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図-3 2013年の寄港回数 
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図-5 2015年の寄港回数 
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図-2 2012年の寄港回数 
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図-4 2014年の寄港回数 
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4. 船舶の活用事例 

 

1) 阪神淡路大震災 

 1995年の阪神淡路大震災のときには，多くの船舶が派

遣されている．(10新日本海フェリー・グループでは，4

種類の船舶を派遣している．派遣された船舶は，救護救

援者の臨時宿泊施設，インフラ整備関係者の臨時宿泊施

設の確保や芦屋市民向けの避難施設として使われた． 

 そのほかに，船舶の宿泊施設とした実績と船舶の活用

事例に関して，図6，図7に示す． 

 

図-6 船舶の宿泊施設とした実績(10 

 

図-7 船舶の活用事例(10 

 

 

 

2) 東日本大震災 

 新日本海フェリー株式会社の作成資料(11によると，緊

急輸送に対応したフェリー会社は合計15社あり，48隻で

あった．長距離フェリーが37隻で，短距離フェリー・旅

客船が11隻であった．船舶ののべ航海数は889便である． 

輸送人員は自衛隊を含め約60500人であり，輸送車両

は自衛隊を含め約16600台であった．これらのことから

も，災害時に船舶は不可欠であるといえる． 

 

3) 熊本地震 

 2016年の熊本地震のときには，民間フェリー「はくお

う」がはじめて自衛隊の災害派遣で活用された．自衛隊

員約90人を乗せて神戸新港を出発し，入港後は八代沖に

停泊し，被災者の避難所として使われた．はくおうは，

4月23日から5月29日まで支援活動を行った．九州防衛局

は，はくおうで，1泊2日の宿泊，食事，入浴のサービス

を提供した． 

 

 

表-1 はくおうの使用実績(12 

 

 

 

5. まとめ 

 

 本研究は，大型クルーズ客船が災害時に活用される

ために，これまでの震災時に船舶に避難した実績や船舶

の活用実績を整理した． 

 阪神淡路大震災において，派遣された船舶は，救護救

援者の臨時宿泊施設，インフラ整備関係者の臨時宿泊施

設の確保や芦屋市民向けの避難施設に使われていたこと

がわかった．東日本大震災においては，輸送に使われる

ことが多かった．熊本地震では，民間フェリー「はくお

う」によるサービスが提供されており，被災者の癒しと

なった． 

 これらのことからも災害時に船舶，大型クルーズ客船
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の導入は不可欠であると言える． 

 

6. 今後の課題 

 

 本研究は，クルーズ船が災害時に活用されるために，

これまでの震災時に船舶に避難した実績を整理し，分析

した． 

災害時に日本各地の港から船舶が派遣されているが，

クルーズ客船を避難所として使われている例があまりみ

られず，被災者がリラックスできるようにクルーズ客船

を避難所として使われるよう考えていく必要がある． 
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